
訪問看護ソフト

えがおDE看護

“えがお”シリーズ 
 ・訪問介護支援システム 

 ・訪問リハビリ支援システム 

 ・通所介護支援システム 

 ・通所リハビリ支援システム 

 ・居宅介護支援事業所システム

 ・サービス付高齢者向け住宅対応 

株式会社カーネル

伴走支援で自立する現場へ

 
 『えがおＤＥ介護』

 『えがおＤＥリハビリ』

 『えがおＤＥサービス(通所介護) 』

 『えがおＤＥサービス(通所ﾘﾊﾋﾞﾘ) 』

 『えがおＤＥケアプラン』

 『えがおＤＥ本部』



『えがおDE看護』の伴走支援

えがおDE看護の伴走支援で

自立する現場へ

『えがおDE看護』は、対話と傾聴を通じてお客様と歩み続ける訪問看護に特化したソフトです。

電子カルテ機能とレセプト請求機能を提供するだけではありません。

皆様に寄り添った伴走支援で、制度や業務への理解を深め課題解決を促進します。

ソフトを通じて現場が自立し「質の高い看護サービスの提供」に自然と集中できる日常を実現します。

ソフトで解決支援

現場の課題を可視化

意図を理解・納得

経験豊富なスタッフのサポートで、ソフトの使い方

だけでなく、制度や業務の仕組みが理解できる。

ソフト導入前のヒアリングで現状を把握し、

潜在的な課題を明確にします。

効率化と精度向上を実現。

導入後の基本操作・請求業務研修でしっかり

サポート。

より発展したステーション運営へ！

質の高い看護サービスの提供に自然と集中できる

日常を実現。

自立する現場へ



高機能・多機能でも、現場で本当に使いこなせていますか？

『えがおDE看護』3つのポイント

入力に迷わないシンプルで分かりやすい設計

制度や請求が複雑で、調べたり確認するのに時間がかかっていませんか？

複雑な制度も、システムが自動で対応

困ったとき、解決までに時間がかかっていませんか？その回答に納得できていますか？

スピーディーで納得感のあるサポート体制

☑ 入力がすべてスムーズに連動
日々の記録が各種データへ自動反映
最低限の入力で最高のパフォーマンスを発揮
事務作業の手間とミスを大幅に削減

☑ 操作がわかりやすく、誰でも使いやすい
訪問看護の現場に合わせたメニュー構成
コピー・引用機能
デジタル操作が苦手でもストレスのない操作性

☑ 自動反映・自動計算で手間いらず
各都道府県の福祉医療費に応じて、優先順位や

　　自己負担限度額の有無を自動判断
必要な情報を自動で記載・計算

☑ 正確なデータチェック機能
入力漏れや保険・公費の不適切な組み合わせも

　　ソフトがチェック
人的ミスを防ぎ、安心して請求処理を行えます

☑ 稼働時も安心の指導
導入時、専任スタッフが操作方法やレセプト

　　請求に関する指導を実施
現場に合わせ、スムーズなスタートを支援

☑ 万全のサポート体制
経験豊富なスタッフによるコールセンター完備
 電話で解決が難しい場合でも、遠隔操作で

　　的確に対応し、早期解決を図ります。



電子カルテ

入力に迷わないシンプルで分かりやすい設計​
最低限の入力で、必要なデータ・帳票を迷わず作成できます。

日々の記録入力

 ●請求（介護保険・医療保険・利用者）●訪問看護報告書 

 ●サービス提供票（実績） ●各種統計・管理資料

『えがおDE看護』はそれぞれに反映するため二重入力の必要がありません！
看護記録入力したデータが

①訪問日のマーク

②バイタルの最大最小と記録内容

③処置実績

④利用者の写真

　　　　各項目へ反映

シンプルでわかりやすい操作性

複数の利用者を一括出力可能

直近の入力日（更新日）、印刷日を確認できます

Ａ４用紙に報告書・計画書が印刷できます

利用者情報（基本・介護・医療・公費）メニューで入力完結

「どこに入力すればいいの？」

「どこに何を入力したかわからない...。」そんなお悩みを解消

　追加入力も修正も迷いません

優れた連動制で、最低限の入力で最高のパフォーマンス

報告書・計画書 利用者情報



●訪問看護記録書　●請求（介護保険・医療保険・利用者）　●管理日誌

●訪問看護報告書　●サービス提供票（実績） ●各種統計・管理資料

タブレット用えがおDE看護WEBアプリ
タブレットで場所を選ばず

訪問看護記録・計画書・報告書・非算定記録を作成

利用者情報

基本情報・看護記録書Ⅰ

指示書（画像）が、

手元で確認できるので、

緊急訪問時や外出先での

電話対応も安心です。

記録入力・記録確認

入力内容

リアルタイムでPCと連動。二重入力の必要がありません！

シンプルな操作性で、タブ

レットを使い慣れていない

方でも簡単に入力できま

す。

指定期間のバイタル・バイ

タルグラフ・記録内容・写

真と項目ごとに一覧で確認

できます。

訪問開始時点からの記録を

確認できます。

計画書・報告書作成

【前回複写】

前回記載した計画書・報

告書の内容が当月分にコ

ピーされます。

非算定記録

【非算定記録登録】

コストを算定しない電話で

の応対記録やサービス担当

者会議の内容を記録できる

ので、曖昧な記憶での情報

共有を回避できます。

【非算定記録確認】

過去の入力内容を

閲覧・編集できます。

【報告書コピー機能】

日々の看護記録内容から

バイタル

処置実績

GAF値・提供日

ワンクリックで呼び出します。



レセプト請求

複雑な制度も、システムが自動で対応
長年の運用実績をもとに、複雑な制度に対応。システムが自動で反映・判断

してくれるので、手作業で調べたり確認する必要がありません。

返戻防止機能の仕組と請求業務の流れ

①オンライン資格確認ファイル取り込みで医療保険の資格過誤防止

「マイナンバーカードと保険証を結び付けている利用

者さんが少なくて…。」とよくお伺いしますが、

従来の保険証でも実施できます。

保険証のみでも

『えがおDE看護』のオンライン資格確認の操作はシンプル

・要求ファイルを作成してオンライン資格確認

　システムへ送信

・結果ファイルを『えがおDE看護』へ取り込み

オンライン資格確認システムと『えがおDE看護』を連携させることで、資格喪失や保険変更による返戻や請求ミスを

防ぎます。『えがおDE看護』は保険情報を基に請求データを自動で作成するため、請求業務の効率化を実現します。
※詳しくは次ページ

常に最新の医療保険の情報で返戻リスクを削減

取り込み後は自動反映

段
落テキスト

STEP1. 利用者情報を登録

・マイナンバーカードの読取情報をえがおDE看護に入力

・マイナンバーカードを持っていない（または利用登録していない）

       場合は従来の保険証情報を登録

　　STEP２. 資格確認情報の取り込み

最新の医療保険情報に更新します。

期限切れや保険切替わりによる請求ミス（資

格過誤）を未然に防ぐことができます



オンライン資格確認システム

まだオンライン資格確認を実施していない事業所や、実施していてもいまいち運用が安定していない・きちんと

現場で理解が進んでいないというお話をお伺いすることがあります。まだ浸透しきれていないオンライン資格確

認ですが、きちんと運用ができれば様々なメリットがあります。

オンライン資格確認　どんなメリットがある？

どんなメリットを感じてる？現場の声

返戻がない、提出のタイミングが自由、時間のロスがない、操作が早い (管理者)

現場での確認作業が減りスタッフの負担が減った (管理者・事務兼任)

保険証の確認の手間を省ける (事務)

データが変わっていれば弾かれるので、再確認の手間が省ける (事務)

コストの削減になっている (事務)

自己負担限度額区分が確認しやすくなった (管理者)

家族様に保険証のコピーを頂く等の手間が減る (事務)

紙ベースよりも手間が少ない (経営者・管理者兼任)

入力ミスが防げる (経営者・管理者兼任)

※2025年12月実施ユーザーアンケートより

資格確認端末

えがおDE看護

オンライン資格確認画面

要求ファイル

要求ファイル 結果ファイル

結果ファイル

マイナンバーカード
または
被保険者証

レセプト返戻の削減

　　「保険資格が有効か」「負担割合が変わっていないか」をリアルタイムで確認できます。

　　期限切れや保険者変更（国保⇔社保の切り替わり等）による請求ミス（資格過誤）を

　　未然に防げるため、返戻対応の事務コストが大幅に下がります。

 経営上のメリット（加算算定）

　　訪問看護医療DX情報活用加算:

　　オンライン資格確認により取得した情報を活用して看護を行った場合、

　　月1回 50円（5点）の加算を算定できます（※要件を満たして届出をした場合）。

　　利用者数が多ければ、月々のランニングコストの一部を賄える計算になります。

※『えがおDE看護』Webアプリケーション連携仕組み



高額療養費の対象となる場合（70歳以上な

ど）こちらに自動でチェックが入ります。

登録した年齢・負担割合、適用区分から、

療養費明細書の「特記欄」「備考欄」「負担
金額欄」を自動判別・自動入力します。

②保険情報が日々の記録と連動、間違えやすい高額療養費を自動判別

全国都道府県別の高額療養費のルールに対応

特記・一部負担金・一部負担金

区分を自動で判別するので調べ

たり手入力する必要はありませ

ん

月途中で前期高齢から後期高齢へ切り替わった場合も自動で対応！

国保・前期高齢分

後期高齢分
後期高齢の保険情報を追加すれば記録(実績)を基に

前期・後期高齢分２枚の療養費明細書を自動作成します

一部負担金額は自己負担限度額の

半額でそれぞれ自動計算

看護記録と連動

・70歳未満、70歳以上のそれぞれ適用区分に応じた
　限度額を登録しています。

・多数回該当や国公費、地方公費をお持ちの場合も
　細かく管理しております。

・改定時は自動アップデート対応します。



過去の履歴が一目で確認ができ、ワ
ンクリックで呼び出し・編集可能

④オンライン請求ファイル出力前の正確なデータチェック

①負担方法・公費に“エラー”

③“エラー”解消

②利用者マスター確認
　負担方法を修正

入力漏れや保険・公費の不適切な組み合わせをチェック
人的ミスを未然に防ぎ、安心して請求処理を行えます

・難病、地方公費、生活保護の公費併用時は、優先順位に従って自動調整
・同法別番号の公費の期間を誤って重複入力しても、アラートでお知らせ
・新しい公費が追加されたとき、前回の公費終了日を再度変更する手間は不要

③公費の管理も簡単

オンライン請求では受付・事務点検ASPにより、請求データの不備を検知し、より正確な請求ができるように
なりました。
しかし、「一人の利用者にエラーがあると、全てのデータが送信できない」といったリスクもあり、エラーコ
ードの確認の手間、修正の度にデータを出力する手間もかかります。
今後の請求業務では、いかに訪問看護ソフト内で請求データを“出力前に・正確に・手間なく”作成できるか
が、効率化のカギになります。



オンラインで請求を行ったとしても、保険者からの返戻の場合は、紙請求が必要になることがあります。
『えがおDE看護』はどちらの様式にも対応しておりますので、保険者からの返戻の際も安心です。

ワンクリックでファイル作成

ワンクリックで提出先ごとに
ファイル作成

・ファイルの解凍 → 不要
・ファイル名の変更   →   不要

⑤オンライン請求への対応

紙請求・オンライン請求どちらの様式にも対応

医療保険のオンライン請求が始まった現在も、県によっては地方単独事業である
福祉医療費（連記式）の請求が残っています。
「えがおDE看護」は 都道府県別の請求・総括表様式に対応し、都道府県独自の
実施助成制度へも対応している為、紙で提出必要な書類も作成できます。

連記式でも安心。全国の請求様式に対応

総括表
件数・金額をワンクリックで自動集計します



管理機能

豊富な管理帳票・統計資料  　　　　　　
エクセル等で 別管理する必要がなく、一元管理する事ができ、業務効率化を図ることができます

  ・  ・  ・  ・  ・   サンプル帳票ダウンロードはこち ら か ら    ➡　　　

必要不可欠な管理帳票はもちろん『えがおDE看護』ならではの帳票もご用意

事業所・スタッフ・サテライト単位で実績の詳細を

集計します

厚生局に提出が必要な項目を自動集計します

訪問看護基本療養費等に関する実施状況報告書

担当者別目標・実績管理表

訪問スタッフ毎に売上目標設定をして、達成率を把握できます

訪問実績管理表

「こんな帳票があったら便利なのに…」と思われたことはあ

りませんか？

訪問看護には特有の制度や報告も多く、帳票で適切に情報が

引き出せると業務を効率的に行うことができます。



06-6221-0033 marketing@kernel1991.co.jp

二次元
コード

サポート満足度88％ 受電率97％

システムタイプ
・クラウド版
・オンプレ版

OS Windows11

必要なソフト Microsoft Excel 2021以降

メモリ 8GB以上

ストレージ 256GB以上

ウィルス対策ソフト 無料ウィルス対策ソフトは動作に影響を及ぼす恐れがありますのでお控えください

その他
・帳票出力のためのプリンタが必要です
・医事会計ソフト等がインストールされているパソコンの場合は、事前にご相談ください

導入環境

株式会社カーネル えがおDE看護
お申込み
お問合せ

※2024年7月ユーザーアンケート調査 ※2024年実績

問い合わせにメール予約が必要...。
コールセンターからたらいまわし...。
請求時期に繋がらない...。

ご安心ください！
専用のサポートフリーダイアルを設置
サポートに直接お問い合わせいただけます

導入時には
　　①個別の基本操作説明
　　②請求操作説明
　　２回の個別操作説明でサポート

サポート体制
スピーディで納得感のあるサポート体制
操作に関するご質問には、専門知識をもったスタッフがフリーダイヤルで迅速・丁寧に対応。
現場で困ったときにも、すぐに納得できる回答が得られます。

日々のお問い合わせには
　　経験豊富なスタッフが対応し、 電話で　　
　　解決が難しい場合でも、遠隔操作で 的
　　確に対応し、お客様を徹底サポート


